
令和 3年 7月号（12）

久
保
田
武
新
議
長
・

七
海
朱
美
新
副
議
長
が
就
任

　

令
和
3
年
第
2
回
市
議
会
臨
時
会
が
５
月
18
日（
火
）

市政ニュース

　

6
月
２
日
（
水
）、
日
清
鋼
業
株
式
会
社
の
金
澤
社

長
ら
が
市
役
所
を
訪
れ
、
市
へ
災
害
時
に
活
用
す
る

　

6
月
6
日
（
日
）、
南
高
岡
公
民
館
で
土
砂
災
害
を

想
定
し
た
防
災
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
、
石
坂
市
長
や

関
係
団
体
、
地
域
住
民
ら
約
110
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

５
月
17
日
（
月
）、
真

岡
土
木
事
務
所
で
、
栃
木

県
知
事
か
ら
の
感
謝
状
が

西
田
井
中
央
公
民
館
へ
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
感
謝
状
は
、
15
年

以
上
に
わ
た
り
道
路
や
河

川
の
愛
護
活
動
を
行
っ
て

い
る
個
人
や
団
体
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
す
。

　

西
田
井
中
央
公
民
館

は
、
40
年
間
に
わ
た
り
地

域
内
道
路
沿
い
に
サ
ル
ビ

ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な

ど
を
植
え
、
道
路
美
化
に

努
め
て
い
ま
す
。

  問 財政課管財係　
　　℡ 83-8103

市役所
フロアマップ

待ち合わせや休憩等の場所として自由
に利用できます。

市民の皆さまや市内の地域活動団体の
方は、作品等を無料で展示できます。

【利用時間】全日 10:00 ～ 16:00
　　　　　 （年末年始除く）

【利用時間】
月火木　 8:30 ～ 17:15
水金　　 8:30 ～ 21:30
土日祝日 8:30 ～ 17:15

に
開
か
れ
、
正
副
議
長
の
辞

職
に
伴
う
選
挙
の
結
果
、
議

長
に
久
保
田 

武
議
員
（
50

歳
・
3
期
）、
副
議
長
に
七

海 
朱
美
議
員
（
60
歳
・
4
期
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
監
査
委
員
に
は
、

渡
邉 
隆
議
員
（
56
歳
・
3
期
）

が
選
任
さ
れ
、
新
体
制
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

※事前申請が必要
※営利目的や政治・
　宗教団体の使用
　は不可

西
田
井
中
央
公
民
館
へ
感
謝
状

▲（左から）大島西田井区長
　  と松本真岡土木事務所長

久保田議長 七海副議長

折
り
畳
み
式
簡
易
ベ
ッ
ト
を
寄
贈

た
め
の
折
り
畳
み
式
ア
ル

ミ
簡
易
ベ
ッ
ド
70
基
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
際
に

避
難
所
で
ベ
ッ
ド
が
不
足

し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
踏

ま
え
、
今
回
の
寄
贈
を
決

め
た
と
い
う
金
澤
社
長
は

「
万
が
一
の
際
の
備
え
と
し

て
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

土
砂
災
害
防
災
避
難
訓
練
を
実
施

　

訓
練
で
は
、
避
難
指
示
の

発
令
に
伴
う
避
難
や
情
報
伝

達
、
消
火
器
を
使
っ
た
消
火

作
業
、
負
傷
者
の
搬
送
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
真
岡
消
防
署
職
員

に
よ
る
講
話
も
あ
り
、
危
険

箇
所
の
把
握
や
、
日
ご
ろ
の

備
え
の
重
要
性
が
呼
び
か
け

ら
れ
、
参
加
者
た
ち
は
防
災

に
関
す
る
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

西田井小付近

な
ど
の
具
体
的
な
検
討
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

斎
場
は
、
人
生
の
最
期
に

お
い
て
厳
粛
に
お
別
れ
を
す

る
場
所
と
し
て
、
誰
も
が
利

用
す
る
必
要
不
可
欠
な
施
設

と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▲現斎場

　

芳
賀
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、
真
岡
市
、

益
子
町
、
茂
木
町
、
市
貝
町
、
芳
賀
町
、
上
三
川
町

の
１
市
５
町
に
よ
り
共
同
で
斎
場
の
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

現
斎
場
は
建
設
か
ら
42
年
が
経
過
し
て
お
り
、
建

築
物
お
よ
び
火
葬
炉
設
備
に
つ
い
て
経
年
的
な
劣
化

が
見
ら
れ
る
こ
と
や
、
近
年
の
葬
送
ニ
ー
ズ
や
バ
リ

ア
フ
リ
ー
へ
の
対
応
が
十
分
に
で
き
て
い
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
高
齢
化
に
伴
う
死
亡
件
数
の
増
加

に
よ
り
、
現
在
の
施
設
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
困

難
に
な
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、
火
葬
需
要
に
対
応
で

き
る
新
た
な
斎
場
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
芳
賀
地
区
広
域
行

政
事
務
組
合
に
お
い
て
、
新
斎
場
の
整
備
に
向
け
、

基
本
方
針
や
施
設
規
模
・
能
力
、
建
設
場
所
の
選
定

 

問 

芳
賀
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

　

  

℡
８
２
・
９
１
５
１

▼真岡市のごみ・資源搬入量の内訳

　

令
和
２
年
度
、
市
の
ご
み
・
資
源
の
総
搬
入
量
は

２
万
２
７
３
１
ト
ン
で
し
た
。
前
年
度
比
で
31
ト
ン

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
体
の
75
・
４
％
を
占
め
る
「
も
え
る
ご
み
」
は
、

前
年
度
比
で
２
％
程
度
減
少
し
ま
し
た
。
そ
の
内
訳

と
し
て
、
約
４
分
の
１
を
占
め
る
事
業
系
の
「
も
え

る
ご
み
」
は
10
％
程
度
減
少
し
た
も
の
の
、
家
庭
の

「
も
え
る
ご
み
」
は
２
％
程
度
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
・
粗
大
ご
み
に
つ
い
て
も
、
前
年

（13）広報もおか

もえるごみ
17,143トン
75.4％

資源①
618トン
2.7％

資源②
1,404トン 6.2％

その他・粗大ごみ
2,067トン  9.1％

せんてい枝・
落ち葉・草
1,499トン
   6.6％

 

問 

環
境
課
ご
み
減
量
係

　

  

℡
８
３
・
８
１
２
６

令和 2 年度
22,731トン

・事業系
　4,210 トン
・家庭ごみ
　12,933 トン

　真岡市
　資源物とごみの分別辞典

比
で
お
よ
そ
22
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

粗
大
ご
み
を
含
む
家
庭
ご
み
の
増
加
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
う

緊
急
事
態
宣
言
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
自
宅
で
過
ご

す
時
間
が
増
え
た
こ
と
も
要
因
の
一
つ
と
し
て
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
「
生
ご
み
の
水

切
り
・
堆
肥
化
」、「
雑
紙
の
分
別
」、「
古
着
類
の
分

別
」
な
ど
の
徹
底
に
よ
り
、
こ
の
減
量
効
果
を
維
持

す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
化
・
資
源

化
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。


